
 

２月１７日、山国中学校全校生徒で社会福祉体験を行いました。中学生が地域の高齢者の現状や課題

を知り、地域の高齢者と交流することで地域や人を大切にする心を育むことを目的としたものです。 

はじめに、社協山国の職員から、山国地域の方々が高齢化に向けてどのような活動をして生き生きと

暮らしているかの説明などをしました。 

その中でも「サロン」のことを知ってもらおうと、いきいきサロンの方々９名をお招きし､４グループ

に分かれて「模擬サロン」を行いました。普段サロンでやっているゲームや脳トレ､ガンバルーンボール、

お手玉、ネクタイの結び方など、いろいろなネタで交流しました。最初は緊張していた中学生達も、徐々

に打ち解けていき、ゲームに必死になる姿や笑顔が見られ、あっという間に時間が過ぎていきました。

子ども達から「これからは町で会ったらちゃんと挨拶しようと思いました。」「買い物が大変だとは気づ

きませんでした。」「サロンを知らなかったので知ることができてよかった。」と感想をいただきました。 

今日の様子を見て、校長先生からも今後に繋げていきたいと話がありました。サロンの方々からも「楽

しかった」「サロンにも来てくれたら、皆が喜ぶわ」「若い子の歌も覚えないと」と今後のつながりに期待

を寄せてくれました。 

～地域の高齢者とのふれあい体験～ 


